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コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
進
め
た
い

議
会
へ
の
執
行
側
最
小
限
出
席
と
議
員
間
討
議

　

議
会
技
術
研
究
会
で
は
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
の
協

力
を
得
て
、本
誌
に
隔
月
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
議
会
改
革
」

の
欄
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
二
一
年
四
月
、
連

載
五
〇
回
を
も
っ
て
終
了
し
た
「
議
会
改
革
短
信
」
の
復

活
と
な
る
。
再
び
、議
会
改
革
の
前
線
で
奮
闘
す
る
議
員
・

事
務
局
職
員
の
執
筆
に
よ
っ
て
、
取
組
み
や
そ
の
思
い
な

ど
を
お
届
け
し
た
い
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
情
勢
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

の
懸
念
は
残
る
も
の
の
第
五
波
が
去
り
、
徐
々
に
日
常
が

戻
り
つ
つ
あ
る
。
二
年
間
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
が
日
常
生
活

に
定
着
化
さ
せ
た
こ
と
は
、
三
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
手
洗
い
と
手
指
消
毒
の
徹
底
で
あ
ろ
う
。

　

自
治
体
議
会
の
運
営
も
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
受

け
た
。
対
面
に
よ
る
市
民
交
流
事
業
に
よ
っ
て
思
う
よ
う

に
議
会
改
革
を
推
し
進
め
ら
れ
ず
と
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

駆
使
し
活
動
報
告
・
意
見
交
換
を
実
行
し
た
議
会
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
状
況
を
災
害
に
位
置
付
け
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
議
会

業
務
継
続
計
画
）
を
強
化
し
た
議
会
、
傍
聴
者
を
制
限
し

つ
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
整
備
に
努
め
た
議
会
も
あ

る
。
こ
う
し
た
積
極
果
敢
な
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
去
っ

た
後
も
改
革
策
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

会
議
時
間
短
縮
化
と
称
し
て
一
般
質
問
と
質
疑
を
控
え
、

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
な
い
首
長
の
専
決
処
分
の
乱
発
は

市
民
か
ら
も
報
道
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
た
。
一
方
で
、
議

場
の
密
を
避
け
る
た
め
に
、
執
行
機
関
側
の
会
議
出
席
者

数
を
議
会
側
か
ら
減
数
要
請
し
た
こ
と
は
、
本
来
の
目
的

と
は
異
な
る
も
の
の
新
し
い
動
き
と
し
て
注
目
し
た
い
。

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
議
会
で
は
、「
議
会
に
首

長
等
の
出
席
要
請
を
最
小
限
と
す
る
」
と
す
る
条
文
規
定

を
設
け
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
「
議
会
は
、
議
員
に
よ

る
討
論
の
広
場
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、議
長
は
、

首
長
に
対
す
る
本
会
議
等
へ
の
出
席
要
請
を
必
要
最
小
限

に
と
ど
め
、
議
員
相
互
間
の
討
議
を
中
心
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か

ら
、
こ
れ
を
遵
守
で
き
な
か
っ
た
議
会
は
多
い
。

　

芽
室
町
議
会
も
本
会
議
の
出
席
者
は
首
長
指
令
に
よ
っ

て
全
課
長
職
等
は
出
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
（
た
だ

筆
者
は
議
会
事
務
局
長
を
異
動
後
、
関
連
の
な
い
議
題
の

本
会
議
は
全
て
欠
席
し
条
例
遵
守
を
貫
い
て
い
る
）。
執

行
機
関
側
が
本
会
議
等
に
大
挙
し
て
出
席
す
る
意
義
は
な

い
。
議
員
数
を
上
回
る
人
数
で
臨
み
議
会
・
議
員
に
対
抗

す
る
意
図
や
無
関
係
で
も
出
席
し
情
報
共
有
の
た
め
に
出

席
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
無
用
の
長
物
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
一
般
質
問
の
関
連
部
課
は
限
定
さ
れ
、
関

連
し
て
も
二
、
三
の
部
課
長
と
人
事
・
財
政
・
総
合
計
画

担
当
の
官
房
系
統
の
部
課
長
の
出
席
で
答
弁
者
と
し
て
は

足
り
う
る
。

　

福
嶋
浩
彦
氏
（
中
央
学
院
大
学
教
授
）
は
千
葉
県
我
孫

子
市
長
時
代
に
本
会
議
や
予
算
委
員
会
に
臨
む
に
あ
た

り
、
執
行
機
関
側
が
議
案
提
案
を
説
明
し
質
疑
を
行
っ
た

後
は
議
員
間
討
議
を
行
わ
せ
る
た
め
に
退
席
し
た
と
い
う
。

そ
の
結
果
、
予
算
委
員
会
で
は
毎
年
の
よ
う
に
修
正
（
原

案
訂
正
）
案
が
出
さ
れ
、
そ
れ
も
福
島
氏
は
民
主
主
義
と

し
て
、
二
元
代
表
制
と
し
て
当
然
と
し
て
い
る
（
も
ち
ろ

ん
修
正
内
容
に
よ
る
）。

　

ま
た
二
〇
〇
八
年
、
北
海
道
白
老
町
議
会
が
全
国
初
と

な
る
通
年
議
会
を
実
施
す
る
際
、
議
会
運
営
基
準
の
一
部

改
正
を
行
っ
た
。
概
要
は
次
の
三
点
で
あ
り
、
⑴
本
会
議

に
出
席
す
る
説
明
員
は
必
要
最
小
限
と
す
る
⑵
議
会
が
提

出
す
る
議
案
（
会
議
案
・
意
見
書
案
・
委
員
会
報
告
な
ど
）

の
審
議
に
入
る
場
合
、
議
長
は
暫
時
休
憩
を
宣
告
し
説
明

員
は
自
由
に
退
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
⑶
本
会
議
及
び
委

員
会
に
お
け
る
説
明
員
の
出
席
は
最
小
限
と
し
議
員
同
士

の
討
論
を
重
要
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
⑶

の
原
文
は
「
町
長
及
び
議
会
が
提
出
す
る
議
案
を
審
議
す

る
本
会
議
は
、
町
長
提
案
に
係
る
議
案
審
議
時
に
説
明
員

の
出
席
を
求
め
、
当
該
議
事
が
終
了
し
た
時
に
議
長
は
休

憩
を
宣
告
し
、
説
明
員
の
退
席
後
、
再
開
し
て
議
会
提
案

の
審
議
を
行
う
」
と
い
う
も
の
で
、
議
員
間
で
の
自
由
討

議
の
推
進
を
促
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
本
会
議
等
へ
の
執
行
機
関
側
の
出
席
要
請

を
最
小
限
化
す
る
一
方
で
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
議

場
・
委
員
会
室
で
議
員
間
討
議
の
強
化
を
進
め
ら
れ
た
い
。

加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
際
で
あ
っ
て
も
論
点
・
争

点
化
の
た
め
の
自
由
討
議
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
窮
地

に
あ
っ
て
も
、
議
会
改
革
を
模
索
し
実
践
す
る
議
会
は
確

実
に
成
長
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
去
っ
て
も
当
然
の
事
例
と

な
っ
て
い
く
。
理
論
を
踏
ま
え
実
践
す
る
道
内
自
治
体
議

会
の
地
道
な
取
組
み
を
本
欄
で
紹
介
し
た
い
。
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